
唐
代
詩
人
と
書

か
つ
て
李
白
と
警
の
関
わ
り
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
、
当

然
、
杜
帯
や
他
の
詩
人
た
ち
は
ど
う
な
の
か
と
関
わ
れ
た
。
そ
こ
で

今
回
は
唐
の
詩
人
た
ち
の
蓄
が
当
時
の
人
に
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て

い
た
か
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
杜
甫
(
七
一
一
一
;
七
七

O
)
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
李
白

ほ
ど
に
は
伝
え
ら
れ
ず
、
一
見
に
至
っ
て
鄭
杓
の
吋
街
極
」
古
学
篇
に

「
太
自
は
無
法
の
法
を
得
、
子
美
は
意
を
以
て
之
を
行
ふ
」
と
一
一
一
一
向
い
、

劉
有
定
は
「
梅
・
隷
・
行
・
草
を
普
く
す
」
と
注
し
、
一
冗

1
明
の
陶

宗
儀
吋
官
官
史
会
要
い
巻
五
'
唐
に
も
、
劉
注
と
同
じ
く
「
構
・
隷
・

行
・
革
に
於
て
工
な
ら
ざ
る
無
き
者
な
り
」
と
一
一
一
一
口
う
だ
け
で
あ
る
。

た
だ
切
の
胡
鍛
(
一
一
一
一
六
一

1
一
四
回
一
一
一
)
は
宮
中
で
親
筆
「
婚
衛

八
処
士
詩
」
を
克
て
、
「
字
は
甚
だ
怪
偉
い
と
評
し
て
い
る
。
や
は

りF

詩
名
の
高
さ
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

し
か
し
警
に
対
す
る
関
心
が
深
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
諸

詩
に
よ
っ
て
窺
え
よ
う
。

田

中

有

「
飲
中
八
仙
歌
」
(
杜
少
陵
詩
集
ニ
〉

「
殿
中
楊
監
晃
一
示
旭
草
書
留
」
(
向
一
五
)

「
李
潮
八
分
小
築
歌
」
(
間
一
八
)

「
八
哀
詩
」
(
間
二
ハ
)

「
送
顧
八
分
文
字
適
洪
吉
州
」
(
同
一
一
一
一
)

「
丹
青
引
」
(
同
一
一
ニ
)

「
得
一
局
公
池
驚
」
(
間
一
二
)

「
石
碗
」
(
同
一
回
)

次
に
他
の
代
表
的
詩
人
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
唐
代
は

官
官
論
の
盛
行
し
た
時
代
で
、
品
評
も
+
間
報
・
宋
の
羊
欣
(
一
ニ
七

0

1
四
回
二
)
の
吋
古
来
能
昔
前
人
名
い
、
梁
の
裳
昂
(
四
六
一
f

う
五
回

O
)
の
吋
古
今
書
評
町
議
約
(
梁
武
帝
、
四
六
四
1
五
四
九
)
の

「
古
今
書
人
優
劣
評
」
、
廃
一
周
一
札
口
(
四
八
七

i
五
五
こ
の
翠
閉
口
目
、

等
を
承
け
て
、
李
嗣
真
(
?
{
)
六
九
六
)
の
妄
間
後
品
」
、
張
懐
瑠

(

開

先

年

問

、

七

…

一

)

の

(

天

宝

年

問

、
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七
四
二
i
七
五
五
)
の
吋
述
書
賦
い
、
呂
総
(
不
祥
)
の

等
が
出
現
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
欝
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
、
次
の
四
人
で
あ
る
。

①
虞
世
南
(
五
五
八
ー
さ
一
一
七
)
八
李
・
張
・
鍵
〉

②

張

旭

(

生

卒

年

不

詳

〉

〈

嬢

・

呂

〉

③
賀
知
章
(
六
五
九
i
七
四
回
)
〈
関
・
呂
〉

④

壬

維

(

七

O

一

1

七

六

一

)

〈

錠

〉

次
の
宋
代
に
は
、
朱
長
文
(
一
O
四
一
1
一
一
O
O
)
の
辺

断
い
が
あ
り
、
ま
た
北
宋
の
徽
宗
(
一
O
八
二
j
一
一
一
一
一
五
。
一
一
O

一
1
一
一
二
五
在
位
〉
朝
の
内
府
収
蔵
常
一
閉
鎖
の
総
目
録
吋
申
立
和
書
譜
い

の
評
伝
が
あ
る
。
こ
の
ニ
書
中
に
は
前
掲
の
四
人
に
加
え
て
次
の
十

一
人
が
見
ら
れ
る
。

⑤
総
愈
(
七
六
八
j
八
二
閉
)

⑥
張
籍
(
七
ム
ハ
ム
ハ
?
1
八
一
一
一
O
?
)

⑦
李
紳
(
七
七
ニ
1
八
四
六
)

③
白
賭
易
(
七
七
一
一
1
八
四
六
)

⑨
冗
積
(
七
七
九
1
八
一
ニ
こ

⑬
醇
鴻
(
?
1
八
一
一
一
一
一
一
)

⑪
杜
牧
(
八
O
一
一
一
(
}
八
五
二
)

⑫
李
鴎
隠
(
八
一
一

7
1八
五
八
)

⑬
司
空
間
(
八
一
一
一
七
1
九
O
八
)

'̂ "ヘ/ヘ̂ ' ^ 
宣宣朱宣朱
'v 'v  'v、、，/ "'ノ

〈
中
旦
〉

〈官一〉
〈官一〉

⑬
韓
健
(
八
四

7
・
1
九
一
一
一
一
一
?
)
〈
官
一
v

⑮
釈
斉
己
(
八
六
回
?
i
九
四
三
?
)
〈
官
一
〉

①
虞
世
南
(
字
は
伯
施
、
封
県
名
か
ら
農
永
興
と
も
呼
ば
れ
た
)
は
、

警
に
於
い
て
歌
陽
一
調
(
五
五
七
i
六
回
一
)
・
補
遂
良
(
五
九
六
1
六

五
八
)
と
と
も
に
初
出
臓
の
三
大
家
に
あ
げ
ら
れ
、
と
く
に
欧
と
は

「
欧
鼠
」
と
並
称
さ
れ
た
。

妄
間
後
口
仰
い
は
「
上
下
院
」
十
二
人
に
品
第
し
、

靖
散
活
落
、
真
草
惟
命
。
如
羅
締
矯
春
、
鵠
鴻
戯
沼
、
故
当
子

雲
之
上
。

と
、
南
朝
(
い
〉
梁
の
粛
子
雲
(
四
八
六
1
五
四
八
)
よ
り
上
位
に
あ
る

と
し
て
い
る
。
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で
は
、
隷
・
行
・
革
審
を
「
妙
お
」
と
し
て
、

英
喜
得
大
令
(
王
献
之
)
之
宏
規
、
合
五
行
之
正
色
ο

姿
栄
秀

出
、
智
勇
存
鷲
。
秀
嶺
危
峰
、
処
処
間
程
。
行
革
之
際
、
尤
所

偏
工
。
及
其
暮
歯
、
加
以
遁
逸
。
臭
味
羊
(
欣
)
・
薄
(
紹

之
)
、
不
亦
宣
乎
。
回
疋
則
東
南
之
美
、
会
稽
之
箭
也
。

と
、
東
晋
の
王
献
之
(
一
一
一
四
四
1
一
一
一
八
八
)
を
学
ん
だ
羊
欣
(
一
ニ
七

0
1
四
四
ニ
)
・
劉
宋
の
薄
紹
之
と
共
通
す
る
も
の
と
認
め
、
さ
ら

に
続
行
て
、
欧
陽
詩
と
匹
敵
す
る
が
、
内
に
柔
剛
を
含
み
、
君
子
の

格
と
し
て
は
ま
さ
る
と
評
し
て
い
る
。
吋
述
書
斌
」
は
、

永
興
超
山
山
、
下
筆
如
神
。
不
落
疏
慢
、
無
恕
世
珍
口
然
期
比
文



幾
(
院
研
)
老
成
。
与
貞
白
(
陶
弘
景
)
而
徳
隣
。
如
露
台
緩

歩
、
高
謝
風
態
。

と
、
粛
子
雲
と
並
称
さ
れ
る
梁
の
院
研
と
陶
弘
景
(
四
五
六
〈
J

五一ニ

ム
ハ
)
を
比
較
の
対
象
と
し
て
い
る
。

宋
の
朱
長
文
も
張
懐
曜
を
承
け
て
「
妙
品
」
に
入
れ
、
同
じ
よ
う

ザ
」
、

気
秀
色
潤
、
意
和
筆
調
、
然
部
合
含
劉
特
、
謹
守
法

度
、
柔
荷
英
演
、
如
其
為
人
。
雄
欧
・
虞
間
称
、
徳
義
乃
出
鈎

右
官
。

と
評
し
て
い
る
0
2晃
利
害
譜
い
は
、
十
三
点
を
所
蔵
す
る
と
し
、

階
の
智
永
に
学
び
、
つ
い
に
王
議
む
と
棺
い
先
後
す
る
に
至
っ
た
と

記
し
て
い
る
。

嵐
世
南
は
、
詩
・
虫
闘
の
み
な
ら
ず
、
史
伝
に
、
太
宗
の
信
任
あ
つ

く
、
忠
議
・
友
悌
・
博
文
・
認
藻
・
書
翰
の
五
絶
を
兼
ね
る
者
と
賞

賛
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
人
格
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
っ
た
。

②
張
旭
(
字
は
佑
高
、
官
名
か
ら
張
長
史
と
も
呼
ば
れ
た
)
は
、
杜

甫
の
「
欽
中
八
仙
歌
」
に
「
張
旭
三
杯
草
壁
伝
は
る
」
と
詠
ぜ
ら
れ

る
よ
う
に
踏
と
後
に
狂
草
と
呼
ば
れ
る
草
書
で
名
高
い
。

ホ
U

、
強
長
史
別
措
酎
不
端
、
逸
軌
神
澄
、
間
降
雨
壁
無
全
粉
、
揮
筆

高
気
有
鈴
興
。
若
遺
能
於
学
知
、
遂
独
荷
其
巌
称
。

と
、
そ
の
奇
狂
を
伝
え
て
お
り
、
『
続
窪
田
評
』
も
、

張
地
草
畳
一
一
問
、
立
性
顛
逸
、
超
絶
今
古
。
ま
た
一
本
に
、
筆
鋒
詑

怪
、
点
画
生
意
。

と
一
一
一
一
向
う
。
「
続
書
断
』
は
、
顔
真
卿
(
七

O
九
1
七
八
五
)
・
李
陽
泳

(七一一一

7
1七
八
O
?
)
と
と
も
に
最
高
位
の
「
神
品
」
一
二
人
中
に

入
れ
、

主
荒
政
鹿
、
不
見
抽
擢
。
棲
遅
卑
冗
、
社
猷
偉
気
、
一
寓
於
牽

腹
開
。
護
如
神
糾
騰
一
番
漢
、
夏
雲
出
嵩
華
。
逸
勢
奇
状
、

窮
測
也
。

〉
¥
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に
つ
い
て
称
賛
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
宣
和
書

強
制
い
は
、
革
審
二
十
四
点
を
収
蔵
す
る
こ
と
を
一
一
一
一
向
い
、
草
書
以
外
に

つ
い
て
も
ふ
れ
。

其
名
本
以
願
革
、
百
五
於
小
樽
行
量
一
問
、
又
復
不
滅
革
字
之
妙
。

其
革
字
離
奇
怪
百
出
、
部
求
其
源
流
、
無
一
点
商
不
該
規
矩

者
。
或
謂
張
問
鰍
不
鯨
者
是
也
。

と
、
小
学
の
楢
識
で
行
書
も
革
審
に
劣
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

③
賀
知
章
(
字
は
挙
真
、
回
明
狂
客
と
号
し
た
)
も
、
社
南
が
「
飲

中
八
仙
歌
」
の
筆
頭
に
あ
げ
て
詠
ず
る
よ
う
に
、
溜
仙
で
あ
る
。

一
同
賦
い
は
、

湖
山
協
同
祉
、
狂
客
風
流
、
藩
筆
精
絶
、
芳
嗣
寡
仇
、
如
春
林
之



絢
彩
、
笑
一
切
崎
市
写
憂
。
凶
田
容
省
側
閥
、
高
逸
総
達
。
解
朝
服
而

帰
郷
、
数
一
寛
裳
滞
辞
閥
。

と
一
一
一
一
向
い
、
兄
の
鐸
蒙
の
注
に
「
少
く
し
て
文
一
討
を
以
て
名
を
知
ら

る
。
草
・
隷
書
闘
を
ヱ
に
す
」
に
長
じ
た
と
し
て
い
る
。

十日、

知
章
真
行
設
問
、
縦
筆
如
飛
。
的
問
不
端
。

と
、
横
書
と
行
警
を
あ
げ
て
い
る
。
吋
続
寄
断

ム
ハ
人
中
に
入
れ
、

毎
酔
締
属
文
、
筆
不
停
綴
。
一
一
世
革
・
隷
。
好
事
者
真
筆
硯
従

之
、
意
脊
所
憶
、
不
復
拒
、
一
紙
纏
数
十
字
。
世
甚
珍
之
。

と
、
寄
き
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。
吋
宣
和
書
譜
」
も
、
草
書
十
二
点

を
収
蔵
す
る
と
し
、

毎
酔
必
作
為
文
認
。
初
不
経
意
、
卒
然
使
就
。
行
革
相
問
、
時

及
於
怪
逸
、
尤
見
真
率
、
往
往
自
以
為
奇
。
使
醒
而
復
書
、
未

必
爾
迎
。

と
、
酔
掛
一
一
一
同
の
妙
を
諮
っ
て
い
る
。

④
王
維
(
字
は
い
惇
詰
)
は
、
詩
に
於
て
は
後
に
李
自
の
「
詩
仙
」
、

社
甫
の
「
詩
部
品
」
に
対
し
て
「
詩
仏
」
と
称
さ
れ
、
酪
に
於
い
て
も

南
宗
国
の
祖
と
仰
が
れ
て
い
る
。
吋
述
書
賦
」
は
、

詩
人
留
風
、
筆
超
神
述
。

と
、
つ
い
て
言
い
、
吋
続
書
断
い
は
、
「
能
品
」
六
十
六
人

は
、
「
能
問
問
」
六
十

中
に
入
れ
、

善
詩
、
・
隷
、
議
問
題
。
名
盛
於
開
一
見
・
天
宝
陪
。
豪
英
貴

人
、
鹿
在
以
迎
。

と
、
革
審
・
隷
警
に
長
ず
る
と
し
て
い
る
。
な
お
唐
の
張
彦
遠
吋
歴

代
名
臨
記
い
巻
十
・
唐
親
下
に
、
麗
人
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
撃

に
つ
い
て
は
一
言
及
せ
ず
、
た
だ
「
藍
聞
の
南
に
別
業
を
置
き
、
水
木

琴
警
を
以
て
自
ら
娯
し
む
」
と
記
す
だ
け
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
書
名
の
高
い
詩
人
と
し
て
は
、
虞
世
南
が
第
一
に

あ
げ
ら
れ
る
。
構
蓄
を
完
成
さ
せ
た
初
唐
書
壌
を
代
表
し
、
し
か
も

唐
に
お
け
る
書
法
の
大
宗
主
義
之
を
継
承
す
る
者
と
し
て
尊
崇
さ
れ

た
こ
と
か
ら
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
と
対
照
的
に
存
在
す
る
の
が

張
旭
で
あ
る
。
そ
の
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
た
狂
草
は
、
当
時
の
詩

人
た
ち
の
気
風
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
奔
放
な
精
神
の
解
放
の

さ
ま
は
、
新
し
い
警
の
魅
力
と
し
て
喝
采
を
浴
び
た
の
で
あ
る
。
輩
出

を
学
ば
な
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
韓
愈
も
「
送
高
関
上
人
序
」
で
、

次
の
よ
う
に
張
姐
の
警
の
拠
る
所
は
感
情
の
動
き
、
自
然
界
の
万
物

と
現
象
に
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

往
時
張
旭
蕃
草
書
、
不
治
地
技
。
喜
怒
・
窟
窮
・
憂
悲
・
愉

供
・
怨
恨
・
思
慕
・
樹
酔
・
無
柳
・
不
平
・
有
動
於
心
、
必
於

草
書
蒋
発
之
。
観
於
物
、
晃
山
水
崖
谷
、
鳥
獣
虫
魚
、
草
木
之

花
笑
、
自
月
列
塁
、
風
雨
水
火
、
雷
震
辞
歴
、
歌
舞
戦
関
、
天
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地

事

物

之

変

、

…

故

旭

之

書

、

変

動

猶

鬼
神
、
不
可
端
侃
、
以
此
終
其
身
一
向
名
世
。

狂
の
さ
ま
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
そ
の
探
奥
を
見
き
わ
め
ん
と
す
る

卓
見
で
あ
る
。

⑤
韓
愈
以
下
の
十
一
人
は
、
宋
代
に
な
っ
て
か
ら
の
評
で
、
吋
続

脅
断
い
は
韓
愈
と
李
紳
を
「
能
口
問
」
六
十
六
人
に
入
れ
て
お
り
、
他

は
二
良
和
噺
…
…
岡
部
川
い
に
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考
え
る
こ
と

に
し
て
、
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
だ
け
に
と
ど
め
た
い
口

⑤
韓
愈
字
退
之
、
:
・
退
之
雌
不
学
帝
国
、
荷
天
骨
勤
健
、
自
有
高

処
、
非
衆
人
所
可
及
。

⑦
李
紳
字
公
琵
、
・
:
嘗
観
其
法
華
寺
詩
、
筆
老
字
勤
、
亦
為
無
憐

⑥
張
籍
字
文
呂
、
・
:
観
犬
山
子
商
凝
然
、
其
典
球
斡
旋
処
、

不
必
以
世
一
間
専
得
名
由
。
'
:
今
御
府
所
蔵
行
書

③
自
賠
易
字
楽
天
:
・
格
下
両
帖
与
夫
雑
誌
川
、

儲
願
。
大
抵
庸
人
作
字
、
無
省
不
。
如
鼠
易
問
定
以
文
名

段
、
主
於
字
画
、
…
小
失
冊
一
刻
家
法
度
。
川
護
、
妙
処
与
時
名
流

羽

後

先

。

使

過

人

数

等

。

観

之

者
、
亦
想
見
其
風
概
一
五
。
今
御
府
所
蔵
行
書
五
。

③
一
見
積
字
微
之
、
・
:
其
構
字
蓋
自
有
風
流
組
籍
、
侠
才
子
之
気
、

市
動
入
居
捷
也
。
要
之
、
詩
中
有
筆
、
筆
中
有
詩
、
市
心
菌
使

之
然
耳
。
今
御
務
所
蔵
正
蓄
一
。

⑬
婦
人
醇
溝
、
・
:
作
字
無
女
子
気
。
筆
力
駿
激
。
其
行
晶
一
一
回
妙
処
、
頗

得
王
義
之
之
法
、
少
加
以
学
。
亦
衛
夫
人
之
流
世
。
毎
車
問
写
己

所
作
、
詩
語
亦
工
、
思
致
俊
逸
、
法
童
尋
問
句
、
因
高
得
名

0

・

今
御
府
所
蔵
行
寄
っ

⑪
杜
牧
字
牧
之
、
・
:
作
行
革
、
気
格
雄
健
、
与
其
文
章
相
表
裏
。

大
抵
書
法
、
歪
唐
自
欧
・
虞
・
柳
(
公
権
了
醇
(
稜
)
、
振
起

衰
憾
。
故
一
時
詩
人
墨
客
、
落
筆
使
有
佳
処
。
況
如
杜
牧
等
輩

耶
。
今
御
府
所
蔵
行
書
一
。

⑫
李
諾
隠
字
義
山
、
・
:
鏡
其
四
六
一
葉
革
、
方
其
抑
制
意
致
思
、
排
比
声

律
。
筆
鶴
雄
真
。
亦
本
非
用
意
、
然
字
体
新
婦
。
意
気
飛
動
、

亦
可
尚
世
。
今
御
府
所
蔵
ニ
。

⑬
一
吋
空
菌
学
表
襲
、
:
・
及
観
英
贈
寄
光
革
審
歌
、
於
行
量
一
間
尤
妙
知
筆

意
。
史
復
称
其
志
節
諜
護
、
与
秋
霜
争
厳
。
考
其
官
官
、
抑
又
足

晃
其
高
致
一
広
口
今
御
府
一
所
蔵
行
常
一
間
二
。

⑬
韓
健
字
致
光
、
・
:
考
其
{
子
商
、
雌
無
誉
於
当
没
、
然
両
行
書
亦
復

可
害
。
嘗
読
其
題
懐
素
草
書
詩
去
、
怪
石
奔
秋
稿
、
寒
藤
技
古

松
。
若
教
臨
水
畔
、
{
子
学
恐
成
龍
之
句
。
非
潜
心
{
子
学
、
其
作
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詑
不
能
治
此
。
・
:
今
御
府
所
蔵
行
帯
二
。

⑬
釈
斉
己
、
姓
胡
、
:
・
筆
跡
剥
落
、
得
行
字
法
。
望
之
知
其
非
尋
常

釈
子
所
書
也

0

・
:
今
御
府
所
蔵
九
。

日夜(
1
)
と
り
あ
え
ず
松
浦
友
久
一
編
吋
漢
詩
の
事
典
い
(
大
修
館
審
盾
刊
)
に
あ

げ
ら
れ
て
い
る
詩
人
に
拠
る
こ
と
に
し
た
。

(2)
選
直
後
間
聞
い
は
、
逸
品
五
人
・
上
上
品
一
一
人
・
上
中
品
七
人
・
と
下
品

十
二
人
・
中
上
品
七
人
・
中
中
品
十
二
人
・
中
下
品
七
人
・
下
上
品
十
一
ニ

人
・
下
中
品
十
人
・
下
下
品
七
人
の
十
段
階
に
分
け
て
お
り
、
道
官
出

の
上
之
上
か
ら
下
之
下
ま
で
の
九
段
階
の
上
に
逸
品
を
加
え
て
い
る
。

(3V
粛
子
警
は
、
中
中
品
に
入
れ
ら
れ
て
い
る

Q

(
4
〉
吋
書
断
い
は
、
神
品
二
五
人
・
妙
品
九
八
人
・
能
品
一

O
七
人
の
三

段
階
に
分
け
て
い
る
。

(5) 
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一は、一一一

O
一一一

i
一
一
一
六
一
二
ニ

O
六
1
三
六
回
、

一ニ

O
七

i
一
一
一
六
五
、
一
一
一
二
一
;
一
一
…
七
九
の
諸
説
が
あ
る
。

(
大
東
文
化
大
学
)


